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 無断複製・転載禁止 日立造船株式会社  

# コメント日 項目 資料 コメント内容 状態 回答日 回答・方針 
        

2023/6/2 

(回答修正) 

（2022/06/16 の回答の記載が不適切であったため、

以下の通り、修正する。） 

補足説明資料 5-1（MA035B-SC-A02 Rev.0 18 ペー

ジ）に、一次蓋密封シール部と一次蓋ボルトに対して

はフランジ側面に荷重が作用した場合に最も厳しく

なることを記載していたが、修正した補足説明資料

5-1（MA035B-SC-A02 Rev.1 18 ページ）において、

荷重の作用位置をフランジ側面とした場合が保守的

であることが分かるように閉じ込め境界、一次蓋密封

シール部、一次蓋ボルト及び津波荷重の位置関係が分

かる図を追記した。 

2023/3/16 MA035B-SC-

A02 rev.2 P.18 

説明が不十分ではないか。 2023/3/16 

(口頭回答) 

確認して回答する。 

2023/6/2 

(資料修正) 

2022/06/16 の回答を修正した。 

110 2022/6/2 津波・竜

巻 

MA035B-SC-

A02 rev.0 P.18 

(b)外筒、(c)バスケット、等の評価について記載されている

が、この記載でこの中で一次蓋密封シール部が最も厳しいと

いうことが読み取れなかった。 

済 

2022/06/16 

(資料修正) 

各評価部位に対して最も厳しい位置に荷重が作用し

た場合の評価を行っていることが明確となるよう、補

足説明資料の記載を修正した。（MA035B-SC-A02 r1 

17 ページ） 

111 2022/6/2 津波・竜

巻 

MA035B-SC-

A02 rev.0 別

紙 1-6 

一次蓋密封シール部①・②が示されているが、フランジ部に

荷重をかけるということと、密封シール部の評価の関係が分

かりにくい。図等を用いて詳細に説明して欲しい。 

フランジ部が具体的にどこを指すのか分かりにくい。

MA035B-SC-V04B P.26 の図で肌色の部分かと思うが。胴と

一体になっているが、境界があるのか。 

済 

2022/6/2 

(口頭回答) 

フランジ部と胴は一体となっており、明確な境界は定

義できない。概ね蓋ボルトが取り付く箇所より上部の

領域を示す。 

津波荷重等が作用すると想定する箇所は、ご理解の通

り、MA035B-SC-V04B P.26 の図で外部に露出してい

る肌色の部分である。 

2022/6/16 密封シール部とフランジの位置関係が分かるよう補
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 無断複製・転載禁止 日立造船株式会社  

# コメント日 項目 資料 コメント内容 状態 回答日 回答・方針 
        

247 2023/4/11 全般 MA035B-SC-

Z02 r2 P22 

補足説明資料 16-1 の表 2（MA035B-SC-Z02 Rev.2 22 ペー

ジ）の各部材が担保する安全機能について、金属キャスク構

造規格に基づいている部材を明確にすること。それ以外の部

材についても、どのような考え方に基づいているか明確にす

ること。 

済 2023/6/2 

(資料修正) 

補足説明資料16-1の表2（MA035B-SC-Z02 Rev.3 22

ページ）に金属キャスク構造規格に基づいている部材

を明確にした。また、それ以外に部材については、そ

れぞれの考え方を追記した。 

248 2023/4/11 全般 － 補足説明資料 16-1 の表 2（MA035B-SC-Z02 Rev.3 22 ペー

ジ）で胴、底板、一次蓋及び一次蓋ボルトが閉じ込め機能を

担保する部材とされている。一方、第 4 条の地震等の評価で

は、密封境界部として、一次蓋密封シール部及び一次蓋ボル

トを評価ている。評価方針に従って、密封境界部について、

どのように考えているのか説明すること。 

済 2023/6/2 

(本資料で

回答) 

補足説明資料 4-1（MA035B-SC-A01 Rev.3 19、21

ページ）に示すように、閉じ込め機能を担う密封境界

部として、一次蓋密封シール部及び一次蓋ボルトを評

価対象とすることとしている。 

型式証明では、各安全機能に対して、代表的かつ厳し

い部材（もしくは箇所）の評価を実施している。すべ

ての部材に対する詳細な評価は型式指定で実施する

ものと考えている。 

249 2023/4/11 除熱 MA035B-SC-

B01 R.3 

別紙 1-4 表の形態係数の値について、算出過程、出典等を説

明すること。 

済 2023/6/2 

(資料修正) 

補足説明資料 16-4 の別紙 1 の別添（Doc. No. 

MA035B-SC-B01 rev.4）に形態係数の値について、

算出過程、出典等を追記した。 

250 2023/4/11 除熱 MA035B-SC-

B01 R.3 

燃料装荷後の真空乾燥時の燃料被覆管の温度について説明

すること。 

済 2023/6/2 

(資料修正) 

補足説明資料 16-4 の別紙 2（Doc. No. MA035B-SC- 

B01 rev.4）に真空乾燥時の除熱評価（例）を追記し

た。 

なお、真空乾燥については、施設側の条件に依存する

ところがあるため、評価条件及び評価結果は例であ

る。 

251 2023/4/11 長期健

全性 

－ 水素再配向による燃料被覆管の脆化については、温度及び周

方向応力を制限する必要があるため、周方向応力についても

説明すること。 

済 2023/6/2 

(資料修正) 

燃料被覆管の周方向応力については、補足説明資料

16-6（Doc No. MA035B-SC-F01 rev.3 P.17）に追記

した。 

252 2023/4/11 長期健 － キャスクの内部にどのくらいの水の残留量が許容されるの 済 2023/6/2 排水後、真空乾燥を実施するため、貯蔵中のキャスク
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 無断複製・転載禁止 日立造船株式会社  

# コメント日 項目 資料 コメント内容 状態 回答日 回答・方針 
        

全性 か？長期健全性の観点から、残留水分の影響の評価に用いて

いる文献を示すこと。 

(本資料で

回答) 

内部の水の残留量は、ほとんどない状態である。 

燃料被覆管については、水の残留があった場合でも、

キャスク内部が不活性雰囲気であるため、腐食による

影響はなく、水素吸収量も無視できる程度であるた

め、長期健全性は問題ない。評価に用いた文献は、補

足説明資料 16-6（Doc No. MA035B-SC-F01 rev.3）

の参考文献(20)が該当する。 

胴（内面）、底板（内面）、一次蓋及びバスケットにつ

いては、水の残留があった場合でも、キャスク内部が

不活性雰囲気であるため、腐食による影響はなく、長

期健全性は問題ない。評価に用いた文献は、補足説明

資料 16-6（Doc No. MA035B-SC-F01 rev.3）の参考

文献(1)が該当する。 

253 2023/4/11 全般 MA035B-SC-

Z02 r2 

補足説明資料 16-1 の別紙 3（MA035B-SC-Z02 Rev.2 別紙

3-1 ページ）で鉛直方向：1.3G で吊上げ時の評価をしている

が、既存の輸送容器の設計承認では 3G で評価している。 

加速度の設定について説明すること。 

済 2023/6/2 

(資料修正) 

貯蔵施設における取扱い時としては、クレーン構造規

格より設定した 1.3G で評価していることを追記し

た。 

なお、輸送時には 3G を考慮して評価することを注記

として追記した。 

 




